
      
第
三
章 

奥
羽
山
脈
北
部 

 

栗
駒
山―
焼
石
連
峰
、
真
昼
山
地―

仙
岩
峠―

八
幡
平 

 

「
単
独
の
挑
戦
は
精
神
的
に
体
力
的
に
可
な
り
の
制
約
を
受
け
る
し
、
行
動
自
体
が
自

衛
本
能
が
働
い
て
控
え
目
と
な
る
の
は
止
む
を
得
な
い
。
例
え
ば
独
り
で
の
ラ
ッ
セ
ル
、

難
場
の
突
破
（
ジ
ッ
ヘ
ル
無
し
）
無
視
界
時
の
ワ
ン
デ
リ
ン
グ
な
ど
多
々
デ
メ
リ
ッ
ト

が
発
生
す
る
。
誰
の
サ
ポ
ー
ト
も
受
け
ず
に
縦
走
し
た
い
。
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
れ
ば
成

功
率
は
飛
躍
的
に
高
ま
る
の
も
確
か
な
ら
、
ノ
ン
サ
ポ
ー
ト
に
は
そ
れ
だ
け
に
価
値
が

あ
る
の
も
事
実
な
の
だ
。」 
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栗
駒
山
・
焼
石
岳
積
雪
期
縦
走 

 

平
成
二
年
三
月
二
一
日
～
二
六
日 

Ｌ
．
今
出
隆
康
、
小
関
純
夫 

  

昭
和
六
一
年
正
月
合
宿
は
焼
石
岳
の
集
中
登
山
で
あ
っ
た
。
秋
田
側
か
ら
蟻
巣
山
～
三
界
岳
経
由
の
一

隊
、
尿
前
川
～
経
塚
山
経
由
の
一
隊
、
ツ
ブ
沼
夏
道
ル
ー
ト
の
一
隊
が
焼
石
岳
で
集
中
、
銀
名
水
小
屋
合

流
と
い
う
合
宿
で
あ
っ
た
。 

 

同
年
三
月
、
合
宿
の
尿
前
川
経
塚
、
焼
石
岳
間
の
ト
レ
ー
ス
を
手
掛
か
り
に
栗
駒
山
か
ら
県
境
を
縦
走

し
て
焼
石
経
塚
ま
で
い
た
る
山
行
を
計
画
。
最
大
積
雪
期
で
あ
り
雪
の
締
ま
り
日
照
時
間
の
有
利
性
、
晴

天
率
等
か
ら
彼
岸
前
後
と
し
た
。
須
川
温
泉
以
北
、
焼
石
岳
以
南
は
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
低
山
地
帯

で
殆
ど
夏
径
も
な
く
、
名
山
の
誉
れ
高
き
栗
駒
焼
石
の
狭
間
に
あ
っ
て
観
光
資
源
に
乏
し
く
幸
か
不
幸
か

ボ
サ
山
と
し
て
原
始
性
を
秘
め
て
ひ
っ
そ
り
と
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
長
大
な
尾
根
を
縦
走
し
よ

う
と
叫
ん
で
も
地
形
図
六
枚
繋
ぎ
で
は
賛
同
す
る
人
が
居
る
筈
も
な
く
最
初
か
ら
単
独
行
で
計
画
を
進

め
六
日
間
程
で
や
れ
る
と
信
じ
て
い
た
。 

 
 （

第
一
回
）
昭
和
六
一
年
三
月
二
一
日
～
二
三
日 

三
月
二
一
日
、
弟
の
車
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
栗
駒
い
こ
い
の
村
ま
で
入
山
。
到
着
は
し
た
が
山
は
大

荒
れ
で
ブ
ナ
の
森
の
咆
哮
、
車
も
グ
ラ
グ
ラ
揺
す
ら
れ
る
。
い
こ
い
の
村
で
泊
ま
っ
て
荒
れ
が
鎮
ま
っ
た

ら
出
発
し
た
ら
と
、
し
き
り
に
勧
め
る
弟
を
振
り
切
っ
て
九
時
出
発
。
三
歩
進
ん
で
二
歩
退
く
よ
う
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
浪
費
を
続
け
な
が
ら
一
〇
：
二
〇
い
わ
か
が
み
平
に
到
着
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
雪
に
埋
も
れ

前
進
も
留
ま
る
こ
と
も
断
念
、
押
し
戻
さ
れ
て
栗
峰
小
屋
の
近
く
ま
で
下
山
。
幕
営
と
し
昼
前
か
ら
沈
殿
。 
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四
時
の
天
気
図
、
次
の
低
気
圧
接
近
、
恢
復
の
間
も
与
え
ず
悪
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。
風
の
弱
い

所
に
幕
営
し
た
が
夜
半
物
凄
い
風
が
吹
き
抜
け
又
寒
気
酷
し
い
。 

 

二
日
目
、
や
や
穏
や
か
と
な
り
ガ
ス
吹
き
上
げ
る
栗
駒
山
山
頂
に
駆
け
上
が
る
。
九
：
四
五
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
コ
ル
ま
で
下
り
、
須
川
温
泉
ま
で
急
降
下
。 

 

一
一
：
一
〇
雪
に
埋
も
れ
冬
眠
中
の
須
川
温
泉
で
昼
食
。
広
大
な
県
境
平
を
越
え
て
初
峰
は
一

三
：
〇
〇
登
頂
、
雪
庇
発
達
し
て
ワ
ッ
パ
好
調
、
こ
の
調
子
で
は
桑
原
岳
も
と
錯
覚
が
起
こ
る
。
一

時
間
で
大
薊
山
、
し
か
し
大
薊
北
峰
か
ら
雪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
悪
く
な
り
難
渋
、
石
滝
山
を
目
前

に
し
て
ヤ
セ
尾
根
上
に
幕
営
。 

 

夜
半
か
ら
強
風
が
吹
き
荒
れ
南
岸
低
気
圧
九
八
六
ミ
リ
バ
ー
ル
が
北
東
進
、
近
畿
東
海
は
一
〇
〇

ミ
リ
の
大
雨
、
東
京
は
湿
雪
の
為
交
通
が
皆
ス
ト
ッ
プ
中
ら
し
い
。
何
度
か
起
き
て
埋
ま
る
テ
ン
ト

の
除
雪
を
す
る
。 

 

三
日
目
、
冬
台
風
は
相
変
わ
ら
ず
な
の
で
諦
め
て
停
滞
と
し
た
。
ド
ー
ン
と
来
る
突
風
で
朝
食
用

に
つ
く
っ
た
コ
ッ
ヘ
ル
の
水
が
持
ち
上
げ
ら
れ
て
シ
ュ
ラ
フ
を
濡
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
四
日
目
視
界

は
ガ
ス
で
塞
が
れ
て
い
る
中
を
地
図
磁
石
で
出
発
、
前
進
で
は
あ
る
が
二
日
間
の
停
滞
の
た
め
脱
出

行
で
あ
る
。
未
明
に
胆
沢
平
野
の
街
の
灯
を
み
た
が
あ
れ
は
幻
か
？
ガ
ス
と
重
い
ラ
ッ
セ
ル
の
登
降

の
連
続
だ
。
二
時
間
で
桑
原
岳
・
・
・
・
こ
こ
で
西
進
中
リ
ン
グ
ヴ
ァ
ン
デ
ル
ン
グ
の
恐
怖
を
味
わ

う
。
佇
ん
で
は
僅
か
の
ガ
ス
の
薄
れ
の
中
か
ら
地
形
を
判
断
し
現
在
位
置
を
割
り
出
し
て
前
進
す
る

行
動
を
繰
り
返
し
短
い
ピ
ッ
チ
で
行
く
。 

 

栃
ヶ
森
以
後
の
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
ブ
ナ
の
巨
木
帯
で
あ
っ
た
が
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の

数
峰
が
形
成
す
る
東
山
群
に
至
っ
て
二
峰
の
一
一
一
五
Ｐ
を
東
山
と
誤
認
、
大
柳
下
降
に
失
敗
、
何

度
も
登
り
返
し
を
続
け
た
上
で
疲
労
困
憊
し
な
が
ら
も
納
得
の
尾
根
を
発
見
し
大
柳
部
落
へ
下
山

し
た
。
湿
雪
に
暮
れ
る
大
柳
部
落
の
高
橋
商
店
さ
ん
に
お
願
い
し
て
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
な
る
せ

温
泉
へ
送
っ
て
も
ら
い
一
泊
し
た
。 
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氷
雪
の
修
羅
場
踏
み
越
え
幾
山
頂 

 
 
 
 
 
 

成
瀬
の
湯
宿
河
鹿
鳴
く
朝 

 

（
第
二
回
）
昭
和
六
二
年
三
月
三
日
～
七
日 

第
二
回
目
は
翌
六
二
年
三
月
三
日
、
お
雛
祭
り
の
出
発
。
今
度
は
逆
縦
走
と
し
て
経
塚
山
を
初
峰
に
決

め
前
回
の
雪
庇
ク
レ
バ
ス
墜
落
を
戒
め
て
安
定
期
を
狙
っ
た
。
東
仙
台
駅
よ
り
列
車
に
て
水
沢
駅
へ
、
タ

ク
シ
ー
を
雇
っ
て
石
渕
尿
前
ま
で
行
く
。
初
日
か
ら
湿
雪
が
降
り
陰
気
な
天
気
、
し
か
し
行
か
ね
ば
な
ら

ぬ
、
悪
天
の
次
に
好
天
を
信
じ
て
。
林
道
は
除
雪
さ
れ
て
人
の
丈
く
ら
い
の
両
側
壁
と
な
っ
て
い
る
。
工

事
の
ト
ラ
ッ
ク
が
通
っ
て
い
て
ぬ
か
る
み
が
酷
い
。
尿
前
橋
か
ら
除
雪
も
な
く
深
い
ラ
ッ
セ
ル
が
待
っ
て

い
た
。
計
画
線
上
を
た
ど
り
経
塚
南
稜
取
付
点
に
て
幕
営
、
強
風
を
避
け
て
設
営
し
た
つ
も
り
だ
が
森
全

体
が
ゴ
ウ
ゴ
ウ
騒
が
し
く
仲
々
寝
付
か
れ
ぬ
。 

 

二
日
目
、
夜
来
の
嵐
で
雪
庇
も
成
長
、
新
雪
の
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
し
む
。
重
い
装
備
と
ラ
ッ
セ
ル
で
ペ
ー

ス
捗
ら
ず
、
空
身
で
雪
庇
突
破
の
ル
ー
ト
工
作
も
幾
度
か
。
吹
き
溜
ま
り
で
は
腿
に
達
す
る
ラ
ッ
セ
ル
で

あ
る
。
南
稜
上
の
膨
大
な
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
計
り
知
れ
ず
、
ピ
ッ
ケ
ル
で
ス
テ
ッ
プ
を
カ
ッ
ト
し
な
が

ら
経
塚
山
に
立
っ
た
の
は
一
二
：
一
〇
。
岩
の
陰
に
寝
そ
べ
っ
て
休
憩
。
風
に
逆
ら
う
こ
と
二
時
間
、
雪

の
擂
り
鉢
の
底
に
金
明
水
の
小
屋
発
見
、
強
風
で
幕
営
は
無
理
と
判
断
し
て
早
い
け
ど
小
屋
に
入
る
。 

 

天
気
図
は
大
変
悪
い
。
黄
海
の
九
七
二
ミ
リ
バ
ー
ル
の
低
気
圧
が
東
進
。
西
日
本
は
既
に
雨
域
だ
。 

 

三
日
目
、
夜
明
け
前
、
星
の
き
ら
め
き
と
天
竺
山
の
姿
を
み
た
。
も
し
か
す
る
と
午
前
中
く
ら
い
天
気

が
保
つ
の
で
は
な
い
か
。
準
備
完
了
し
て
窓
か
ら
飛
び
出
す
と
既
に
横
縞
模
様
の
雪
が
飛
ん
で
い
た
。
悪

け
り
ゃ
引
き
返
そ
う
、
逡
巡
し
て
い
る
暇
は
な
い
。
視
界
百
メ
ー
ト
ル
も
あ
れ
ば
や
れ
る
。
し
か
し
昨
日

も
今
日
も
焼
石
本
山
は
雪
雲
の
中
で
何
も
見
え
ぬ
。 

 

行
動
二
時
間
後
、
東
焼
石
岳
の
山
頂
に
達
し
た
。
広
い
原
の
頂
上
に
シ
ュ
カ
ブ
ラ
を
打
ち
砕
き
標
識
を
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確
認
、
進
路
真
向
か
い
か
ら
烈
風
に
乗
っ
て
雪
礫
が
顔
面
に
炸
裂
し
目
を
開
け
て
い
ら
れ
な
い
。
さ
れ
ば

風
に
背
を
向
け
て
金
明
水
の
小
屋
に
戻
ろ
う
と
振
り
向
い
た
が
既
に
ラ
ッ
セ
ル
も
視
界
も
な
く
な
っ
て

い
た
。 

 

進
退
極
ま
れ
り
と
覚
悟
、
一
刻
も
早
く
幕
営
か
雪
洞
に
避
難
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
必
死
に
場
所
を
捜

し
た
が
こ
の
付
近
に
は
見
出
せ
ず
斜
面
の
雪
を
Ｖ
カ
ッ
ト
し
て
人
間
一
人
分
の
平
地
を
作
り
サ
レ
ワ
テ

ン
ト
を
小
潅
木
の
根
に
ア
ン
カ
ー
し
て
骨
な
し
状
態
で
潜
り
込
む
。
九
：
四
五
マ
ッ
ト
、
シ
ュ
ラ
フ
の
中

で
ほ
っ
と
す
る
。
次
第
に
雪
が
吹
き
溜
ま
り
テ
ン
ト
内
が
息
苦
し
く
な
っ
て
く
る
。
午
後
テ
ン
ト
の
中
間

フ
レ
ー
ム
を
取
り
付
け
成
功
、
し
か
し
入
口
の
外
フ
レ
ー
ム
は
途
中
で
断
念
、
フ
レ
ー
ム
が
入
っ
た
事
で

一
度
だ
け
ホ
エ
ー
ブ
ス
が
使
え
湯
を
貯
め
た
。
夜
明
け
て
ホ
エ
ー
ブ
ス
を
焚
こ
う
と
し
た
が
、
一
夜
で
空

間
は
益
々
狭
く
な
り
は
た
め
く
テ
ン
ト
の
空
気
振
動
で
ラ
イ
タ
ー
も
マ
ッ
チ
も
メ
タ
に
点
火
出
来
ず
に

断
念
。
半
分
に
な
っ
た
テ
ン
ト
内
に
胎
児
の
よ
う
に
卵
型
に
丸
ま
っ
て
サ
ナ
ギ
の
形
で
じ
っ
と
耐
え
る
。 

 

停
滞
第
二
夜
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
ウ
ツ
ラ
ウ
ツ
ラ
と
ま
ど
ろ
ん
で
は
す
ぐ
目
が
覚
め
て
風
の
唸
り
や
雪

の
圧
力
に
懼
れ
戦
き
、
手
足
の
凍
傷
の
有
無
を
確
か
め
る
の
だ
っ
た
。
非
常
食
を
齧
る
程
度
で
水
分
も
節

約
し
排
泄
を
極
力
押
さ
え
て
膝
を
抱
え
た
ま
ま
の
窮
屈
な
生
活
、
酷
寒
が
味
方
で
皆
凍
っ
て
湿
気
が
生
じ

な
い
こ
と
が
逆
に
凍
傷
を
防
い
で
い
る
の
だ
。 

 
明
け
て
七
日
の
朝
、
強
風
は
相
変
わ
ら
ず
だ
が
今
日
は
気
圧
が
緩
み
、
次
い
で
す
ぐ
悪
く
な
る
も
の
と

予
想
さ
れ
た
。
凍
っ
た
靴
、
ス
パ
ッ
ツ
、
ワ
ッ
パ
を
着
け
て
生
還
へ
の
脱
出
だ
。
数
十
メ
ー
ト
ル
登
っ
た

ら
東
焼
石
岳
頂
上
だ
。
ま
だ
視
界
は
開
け
ぬ
が
シ
ュ
カ
ブ
ラ
を
落
と
し
て
標
識
確
認
、
南
西
へ
三
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
視
界
を
得
て
前
方
に
木
道
が
見
え
て
夏
道
あ
り
、
姥
石
ヶ
原
を
通
過
中
、
姥
石
平
を
南
下
、
銀

明
水
小
屋
を
目
指
す
。
南
斜
面
の
雪
原
は
巨
大
な
吹
き
溜
ま
り
で
膝
か
ら
腿
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
で
見
当
を

つ
け
て
行
っ
て
み
た
が
銀
明
水
小
屋
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
地
図
磁
石
で
下
山
を
続
け
る
。
ツ
ブ
石
の

夏
径
迷
走
性
地
形
、
尾
根
を
忠
実
に
辿
ろ
う
と
し
て
も
沢
状
が
現
れ
る
。
一
〇
〇
一
Ｐ
の
尾
根
に
出
る
為

又
遠
回
り
し
て
し
ま
う
。
岳
山
に
出
て
尾
根
が
広
く
な
り
金
山
沢
は
厚
い
雪
層
の
下
で
音
さ
え
聞
こ
え
て
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こ
な
い
。 

 

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
つ
い
に
車
道
に
出
た
が
道
路
は
一
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
、
時
計
は

一
六
：
二
〇
で
あ
っ
た
。
陽
も
と
っ
ぷ
り
暮
れ
て
ダ
ム
管
理
所
の
燈
火
の
下
で
ワ
ッ
パ
を
脱
ぎ
、
除
雪
の

道
路
を
バ
ス
停
へ
急
ぐ
。
凍
結
し
て
い
て
危
険
な
の
で
ピ
ッ
ケ
ル
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
疲
労
と
空
腹
の
身

を
励
ま
す
。
寺
島
商
店
バ
ス
終
点
。
そ
の
時
大
型
バ
ス
の
前
半
分
が
見
え
、
運
転
手
が
前
扉
か
ら
飛
び
乗

る
の
が
見
え
た
。
あ
っ
発
車
だ
五
〇
メ
ー
ト
ル
走
っ
た
。
大
声
も
出
し
た
。
一
八
：
二
〇
発
車
。
帰
宅
は

夜
一
一
時
近
か
っ
た
。 

 

（
第
三
回
）
昭
和
六
二
年
三
月
二
九
日
～
四
月
二
日 

経
塚
山
か
ら
の
逆
縦
走
の
失
敗
を
乗
り
越
え
半
月
の
後
、
再
び
行
動
を
起
こ
す
。
栗
駒
山
か
ら
の
入
山

で
あ
っ
た
が
、
折
悪
し
く
台
湾
坊
主
と
重
な
り
停
滞
と
大
雪
の
た
め
断
念
。
秋
田
側
へ
脱
出
。 

 

「
湯
沢
行
」
山
下
る
バ
ス
に
雪
面
の 

 
 
 
 
 
 

黒
き
墓
頭
と 

朱
の
け
ず
り
花 

 

（
第
四
回
）
平
成
元
年
二
月
一
九
日
～
二
二
日 

栗
駒
山
か
ら
の
入
山
で
今
度
こ
そ
完
走
を
目
指
し
た
が
こ
の
期
間
好
天
が
五
日
間
続
く
わ
け
は
な
く
、

単
独
行
の
新
雪
ラ
ッ
セ
ル
と
石
滝
山
付
近
の
雪
庇
の
ク
レ
バ
ス
墜
落
に
よ
る
脚
の
捻
挫
に
よ
り
縦
走
の

中
間
地
点
東
山
よ
り
三
度
目
の
脱
出
下
山
と
な
っ
た
。 

 
 

栗
駒
・
焼
石
間
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
一
日
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
づ
つ
行
動
し
て
五
日
必
要
な
り
。
晴

天
堅
雪
状
態
が
五
日
間
保
障
さ
れ
ね
ば
完
遂
は
難
し
く
又
避
難
ル
ー
ト
が
極
端
に
少
な
く
中
間
の
低
山

帯
は
雪
質
が
不
安
定
で
危
険
性
も
高
い
。
県
境
は
複
雑
で
視
界
と
読
図
力
が
要
求
さ
れ
る
。 

 



- 107 - 

 

（
第
五
回
）
平
成
二
年
三
月
二
一
日
～
二
六
日 

小
関
君
が
栗
駒
山
か
ら
焼
石
縦
走
計
画
に
興
味
を
示
し
は
じ
め
て
い
た
。
彼
が
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ら
申
し

分
な
い
と
は
思
い
つ
つ
も
助
っ
人
の
力
を
借
り
て
成
功
し
て
も
面
白
く
な
い
。
当
初
か
ら
単
独
行
で
完
成

し
て
は
じ
め
て
意
義
が
あ
る
と
心
に
決
め
て
何
度
も
失
敗
を
繰
り
返
し
た
の
だ
っ
た
か
ら
。
今
年
は
寡
雪

で
縦
走
は
無
理
な
の
で
は
な
い
か
、
と
言
う
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
議
論
も
し
た
。
次
第
に
小
関
君
は
積
雪
が

心
配
な
栗
駒
焼
石
県
境
よ
り
も
平
ヶ
岳
の
ス
キ
ー
登
山
に
気
が
向
い
て
い
る
の
を
察
知
し
て
、
彼
の
計
画

が
具
体
化
し
た
瞬
間
に
単
独
行
を
決
行
し
て
彼
を
捲
い
て
や
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。 

例
会
の
席
上
頃
は
よ
し
と
み
て
俺
は
県
境
を
や
る
と
宣
言
し
た
ら
、
彼
も
す
か
さ
ず
御
同
行
願
い
た
い

と
の
こ
と
・
・
・
・
ハ
タ
と
当
惑
し
た
が
、
こ
の
誰
も
顧
み
な
い
ヤ
ブ
尾
根
を
歩
き
た
い
と
は
、
こ
れ
ま

た
奇
特
な
御
仁
。
し
か
も
一
週
間
は
費
や
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
長
丁
場
を
覚
悟
の
上
で
。
こ
れ
を
天
佑
と
解
す

る
か
、
迷
惑
と
厭
う
か
・
・
・
・
。 

 三
月
二
一
日 

春
分
の
日
、
五
：
一
〇
小
関
君
を
迎
え
に
行
き
一
旦
自
宅
に
戻
る
。
車
に
は
長
女
あ
ず

さ
と
三
女
た
か
ね
も
乗
車
。
四
号
線
を
北
上
、
栗
駒
い
こ
い
の
村
ま
で
チ
ェ
ー
ン
な
し
で
乗
り
つ
け
た
。

し
か
し
風
雪
模
様
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
服
装
整
え
ス
パ
ッ
ツ
を
つ
け
て
出
発
と
な
る
。 

七
：
三
〇
娘
二
人
の
見
送
り
に
感
謝
し
て
登
る
人
帰
る
人
と
別
れ
を
告
げ
る
。
付
近
は
一
メ
ー
ト
ル
の

積
雪
で
ガ
ッ
チ
リ
雪
締
ま
る
。
通
い
慣
れ
た
イ
ワ
カ
ガ
ミ
平
へ
冬
ル
ー
ト
を
た
ど
り
ダ
イ
レ
ク
ト
に
登
攀

四
五
分
。
万
一
の
為
に
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
避
難
小
屋
を
検
分
し
て
お
く
。
難
な
く
扉
開
き
こ
こ
で
休
憩
二

五
分
、
ゴ
ア
上
下
の
完
全
武
装
で
暗
闇
の
穴
か
ら
白
銀
の
世
界
へ
飛
び
出
す
。
雪
面
に
は
シ
ュ
プ
ー
ル
や

ら
ワ
ッ
パ
や
ら
の
踏
み
跡
が
多
数
入
り
乱
れ
て
雪
締
ま
る
。
風
雪
の
為
、
視
界
も
悪
く
時
々
う
っ
す
ら
と

景
色
が
見
え
隠
れ
す
る
。
風
に
翻
弄
さ
れ
て
前
進
す
る
の
に
偉
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
す
る
。
雪
は
例
年

の
半
分
の
た
め
潅
木
帯
の
通
過
は
陥
没
だ
ら
け
で
楽
で
な
い
。
頂
上
直
下
は
真
空
地
帯
で
風
も
パ
ッ
タ
リ

無
く
な
っ
た
。 
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栗
駒
頂
上
一
〇
時
、
神
社
の
一
部
が
見
え
る
も
の
の
殆
ど
巨
大
な
シ
ュ
カ
ブ
ラ
に
蔽
わ
れ
て
厳
粛
に
鎮

座
ま
し
ま
す
。
頂
稜
を
南
下
し
須
川
分
岐
ま
で
の
区
間
は
猛
烈
な
西
風
の
吹
き
上
げ
で
雪
礫
に
顔
面
を
叩

か
れ
る
。
風
上
に
思
い
っ
き
り
体
重
を
傾
け
て
風
と
対
抗
し
つ
つ
、
こ
の
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
上
は

呼
吸
も
で
き
な
い
程
の
風
と
の
闘
い
で
三
〇
米
以
上
吹
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
視
界
数
メ

ー
ト
ル
の
中
で
見
た
樹
氷
の
見
事
さ
に
一
と
き
感
動
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

分
岐
点
を
確
認
後
、
須
川
温
泉
に
向
か
っ
て
急
降
す
る
。
程
な
く
強
風
帯
を
脱
出
し
広
大
な
雪
の
緩
斜

面
を
下
る
こ
と
に
な
る
。
難
場
を
突
破
し
た
こ
と
で
豊
な
安
堵
の
中
、
下
り
ス
テ
ッ
プ
は
ま
こ
と
に
軽
い
。

や
が
て
左
手
に
昭
和
湖
、
剣
山
な
ど
現
れ
、
名
残
ガ
原
、
湯
の
香
り
、
硫
黄
の
ガ
ス
臭
な
ど
と
共
に
須
川

温
泉
の
建
物
群
が
散
在
し
て
見
え
て
く
る
。
い
つ
も
こ
こ
が
昼
食
地
点
だ
っ
た
が
今
回
も
そ
う
だ
っ
た
。

正
午
に
一
〇
分
前
、
こ
こ
で
幕
営
は
早
す
ぎ
る
し
、
今
冬
は
雪
が
少
な
く
温
泉
の
家
屋
は
大
部
分
露
出
し

て
い
た
。
又
源
泉
付
近
は
湧
出
す
る
湯
の
為
、
夏
と
余
り
変
わ
ら
な
い
状
態
で
あ
り
、
小
関
君
は
後
日
の

温
泉
山
行
の
偵
察
も
兼
ね
て
調
査
し
て
い
た
。
天
幕
サ
イ
ト
、
入
浴
場
所
、
湯
温
な
ど
確
認
後
、
一
部
露

出
し
て
い
る
舗
装
道
路
へ
出
て
か
ら
キ
ャ
ン
プ
場
水
場
の
雪
の
上
で
昼
食
。
例
年
屋
根
だ
け
雪
上
に
露
わ

れ
て
い
る
の
に
水
道
蛇
口
位
ま
で
雪
面
が
下
が
っ
て
い
た
。 

二
〇
分
程
の
休
息
を
終
え
て
、
い
よ
い
よ
大
平
原
の
縦
断
を
は
じ
め
る
。
直
線
距
離
で
二
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
北
上
で
あ
る
が
樹
林
や
沢
が
入
り
乱
れ
て
、
ひ
た
す
ら
一
本
調
子
に
進
め
ば
よ
い
と
言
う
訳
に
は

行
か
な
い
。
動
物
の
足
跡
や
ら
ア
オ
（
カ
モ
シ
カ
）
の
枝
喰
い
な
ど
を
見
な
が
ら
沢
状
を
越
せ
ば
大
平
原

も
終
わ
り
県
境
山
脈
へ
取
り
付
く
こ
と
に
な
る
。
時
計
は
一
二
：
五
〇
。
こ
こ
よ
り
遠
慮
し
て
三
歩
退
い

て
歩
い
て
い
た
小
関
君
が
ト
ッ
プ
交
替
し
て
先
行
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

今
日
の
天
気
は
冬
型
で
時
々
薄
日
が
さ
す
が
、
す
ぐ
風
雪
と
な
り
高
い
と
こ
ろ
は
雪
雲
の
中
で
あ
る
。

一
枚
目
の
二
万
五
千
分
図
「
栗
駒
山
」
を
終
わ
り
二
枚
目
の
「
真
湯
」
に
入
る
。
一
三
：
一
〇
初
峰
一
〇

九
八
Ｐ
に
立
つ
。
霧
が
吹
き
か
か
り
視
界
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
依
然
ワ
ッ
パ
な
し
で
あ
る
。
こ
の
山
頂
に
立

て
ば
雪
少
な
き
年
と
い
え
ど
も
、
こ
こ
県
境
尾
根
は
し
っ
か
り
と
雪
積
も
り
又
、
見
事
な
雪
庇
が
発
達
し
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て
今
ま
で
の
杞
憂
は
吹
っ
飛
び
い
や
が
上
に
も
元
気
が
湧
き
出
す
思
い
で
あ
っ
た
。
初
日
の
成
績
は
長
い

縦
走
の
日
程
表
に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
成
功
の
確
率
を
高
く
す
る
。
五
つ
六
つ
の
小

峰
を
ヤ
セ
尾
根
で
繋
い
で
い
る
危
な
げ
な
雪
庇
帯
、
ク
レ
バ
ス
が
大
き
く
開
い
た
ザ
ク
ザ
ク
の
雪
庇
、
あ

る
時
は
ク
レ
バ
ス
を
ま
わ
り
込
み
、
雪
庇
を
逃
れ
て
西
斜
面
の
ヤ
ブ
漕
ぎ
と
目
の
前
の
変
化
に
対
応
し
て

気
を
許
す
暇
な
し
。 

一
五
：
〇
〇 

大
ア
ザ
ミ
山
前
峯
と
本
峯
の
中
間
地
点
に
ビ
バ
ー
ク
を
決
定
す
る
。
し
か
し
こ
の
付
近

は
や
せ
尾
根
の
連
続
で
僅
か
な
平
地
も
な
い
。
こ
の
先
頑
張
っ
て
も
泊
地
を
見
つ
け
る
の
は
困
難
な
の
で

早
め
に
幕
営
を
決
定
、
リ
ュ
ッ
ク
を
デ
ポ
し
て
周
辺
を
偵
察
す
る
。 

小
関
君
が
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製
ス
コ
ッ
プ
の
先
端
を
不
用
意
に
雪
面
に
置
き
「
ア
ッ
」
と
い
う
声
に
振
り

向
け
ば
ま
る
で
橇
の
よ
う
に
急
斜
面
を
滑
り
出
し
た
所
だ
、
急
い
で
雪
面
を
追
い
か
け
た
が
何
度
か
立
木

に
当
た
り
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
カ
ッ
コ
よ
く
橇
型
に
な
り
落
ち
て
い
っ
た
が
諦
め
る
わ
け
に
は
行
か

ぬ
。
堅
雪
と
は
言
え
一
〇
～
二
〇
セ
ン
チ
は
ぬ
か
る
の
で
追
い
つ
け
ず
、
し
か
し
先
々
と
ス
コ
ッ
プ
か
ら

目
を
離
さ
ず
に
追
跡
を
続
け
高
差
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
の
と
こ
ろ
で
沢
状
地
形
が
あ
り
、
そ
の
沢
を
雪
庇

が
塞
い
だ
と
こ
ろ
で
そ
れ
は
止
ま
っ
た
。
や
れ
や
れ
危
な
か
っ
た
、
も
う
少
し
で
木
賊
沢
に
消
え
る
所
で

あ
っ
た
。
雪
の
斜
面
を
ブ
ロ
ッ
ク
カ
ッ
ト
し
て
五
本
に
立
木
を
利
用
し
て
防
風
壁
を
構
築
し
併
せ
て
テ
ン

ト
サ
イ
ト
を
造
成
し
た
。
ゴ
ア
の
ツ
ェ
ル
ト
を
立
木
に
渡
し
て
幕
営
に
入
る
。
今
日
の
行
動
は
一
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
歩
い
た
。 

 

三
月
二
二
日
、
眠
く
て
し
よ
う
が
な
い
が
五
時
に
は
炊
事
を
は
じ
め
た
。
そ
の
割
に
七
：
四
〇
出
発
は

早
く
な
い
。
今
日
も
頑
張
ろ
う
と
意
気
旺
か
ん
な
二
人
で
あ
る
。
二
〇
分
余
り
で
大
薊
山
。
雪
庇
が
頂
上

を
覆
っ
て
視
界
が
遮
ら
れ
、
ま
た
雪
庇
が
危
険
な
状
態
な
の
で
西
斜
面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
の
連
続
で
進
む
。

下
降
中
に
標
高
差
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
祭
畤
山
が
見
え
な
い
の
に
気
が
付
く
。
あ
れ
？
お
か
し
い
ぞ
、
一

〇
分
以
上
降
り
た
が
、
こ
こ
で
地
図
磁
石
・
・
・
し
ま
っ
た
。
方
向
が
一
一
〇
度
西
偏
し
て
し
ま
っ
て
い
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る
、
立
派
な
別
尾
根
だ
。
再
び
ラ
ッ
セ
ル
を
辿
っ
て
大
薊
山
に
引
き
返
す
。
や
っ
ぱ
り
祭
畤
山
が
あ
っ
た
。

し
ば
ら
く
は
祭
畤
山
の
扁
平
な
山
体
を
常
時
右
手
に
見
な
が
ら
縦
走
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
間
ピ
ー

ク
一
〇
七
〇
メ
ー
ト
ル
で
一
本
立
て
る
。 

一
〇
：
二
〇
石
滝
山
の
肩
に
着
く
。
石
滝
山
一
一
四
四
メ
ー
ト
ル
は
こ
の
付
近
で
は
唯
一
、
そ
の
名
の

如
く
岩
場
を
南
面
に
持
つ
雄
峰
で
あ
る
が
先
を
急
ぐ
私
た
ち
に
は
そ
の
頂
上
を
極
め
る
余
裕
は
与
え
ら

れ
な
い
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
一
息
入
れ
れ
ば
太
陽
が
見
え
て
う
れ
し
い
。
冬
型
気
圧
配
置
が
続
い
て
偏
西

風
が
相
変
わ
ら
ず
強
く
お
か
げ
で
雪
は
ま
だ
ま
だ
締
ま
っ
て
い
て
ツ
ボ
足
で
縦
走
を
続
け
ら
れ
る
。
石
滝

山
の
肩
か
ら
ほ
ぼ
直
角
に
右
折
し
て
県
境
を
辿
る
。
い
ず
こ
も
痩
尾
根
の
連
続
と
小
ピ
ー
ク
の
登
降
を
繰

り
返
し
、
雪
庇
の
行
け
る
所
は
雪
庇
を
渡
り
危
険
を
予
知
し
て
は
秋
田
側
の
ヤ
ブ
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
な
が

ら
上
鉢
山
、
桑
原
岳
と
進
む
。 

 

一
二
：
〇
七
桑
原
岳
で
昼
食
タ
イ
ム
。
曇
、
西
の
風
七
メ
ー
ト
ル
。
「
真
湯
」
の
地
図
に
は
そ
の
真
湯

以
外
に
人
の
住
む
と
こ
ろ
は
な
く
、
そ
の
真
ん
中
に
桑
原
岳
は
最
も
人
里
離
れ
た
山
奥
と
言
え
そ
う
で
あ

る
。
こ
れ
と
て
抜
き
出
た
高
度
も
な
く
、
殆
ど
同
高
の
山
が
ひ
っ
そ
り
と
並
び
全
山
ヤ
ブ
に
蔽
わ
れ
て
世

人
に
認
め
ら
れ
も
の
は
見
出
し
難
い
。
し
か
も
東
北
の
名
山
た
る
栗
駒
山
・
焼
石
岳
の
存
在
が
ま
す
ま
す

こ
の
山
域
を
日
陰
の
隠
し
子
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
夏
径
と
て
な
い
の
で
沢
登
り
も
発
達
し
な
い
の

か
。 

 

桑
原
岳
は
三
度
目
の
登
頂
と
な
っ
た
。
地
形
も
ル
ー
ト
も
ほ
ぼ
暗
記
し
て
い
て
懐
か
し
く
も
あ
る
。
リ

ン
グ
ヴ
ァ
ン
デ
ル
ン
グ
で
背
筋
も
凍
っ
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
る
。
焼
石
岳
頂
上
部
に
雲
あ
り
、
し
か
し

山
体
は
よ
く
見
え
天
竺
山
経
塚
山
ま
で
は
っ
き
り
見
渡
せ
る
。
山
体
の
白
雪
の
上
を
黒
い
雲
の
影
が
凄
い

勢
い
で
駆
け
行
く
。 

 

桑
原
岳
白
き
焼
石
ま
ば
ゆ
け
り 

 
 
 
 
 
 

 

黒
き
猿
岩
青
き
湖
（
う
み
）
見
ゆ 

栃ヶ森から遠く栗駒山 
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三
〇
分
の
大
休
憩
の
後
、
山
頂
部
を
Ｕ
字
型
に
変
針
し
て
下
鉢
山
に
向
か
っ
て
西
進
を
開
始
、
ヤ
ブ
も

な
く
大
き
な
雪
堤
を
悠
々
と
歩
く
。
西
か
ら
北
へ
更
に
北
東
に
と
半
周
す
る
よ
う
に
県
境
を
辿
る
。
視
界

の
効
か
な
い
時
は
こ
こ
の
ル
ー
ト
は
極
め
て
難
し
い
。
し
か
し
、
今
日
は
違
う
、
先
々
と
ル
ー
ト
を
明
瞭

に
見
極
め
て
行
動
で
き
る
こ
の
幸
せ
！
そ
れ
に
し
て
も
変
曲
点
の
多
い
県
境
で
あ
る
。 

 

一
四
：
〇
二
栃
ヶ
森
（
一
〇
七
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
立
つ
。
こ
の
山
は
高
原
状
に
三
つ
の
ピ
ー
ク
が
存
在

す
る
不
思
議
な
山
。
一
番
手
前
の
ピ
ー
ク
か
ら
す
ぐ
に
左
折
し
沢
状
の
凹
部
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
北
進
、

西
進
、
南
進
と
な
り
す
ぐ
さ
ま
北
西
へ
Ｕ
字
型
に
湾
曲
し
て
県
境
を
た
ど
る
。
高
度
穏
や
か
に
下
り
ブ
ナ

樹
林
帯
に
入
っ
て
行
く
。 

 

天
気
は
す
っ
か
り
快
晴
と
な
り
空
行
く
飛
行
機
雲
が
美
し
い
。
小
関
君
は
写
真
を
撮
っ
て
い
る
の
か
や

や
遅
れ
気
味
と
な
る
。
気
持
ち
の
よ
い
雪
原
に
出
て
真
ん
中
に
も
っ
こ
り
と
小
雪
庇
が
あ
り
、
そ
の
日
陰

で
休
息
し
た
。
ラ
ッ
セ
ル
は
一
〇
～
一
五
セ
ン
チ
位
、
新
雪
が
五
～
一
〇
セ
ン
チ
あ
り
・
・
・
旧
雪
と
新

雪
の
紋
様
が
四
色
位
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
み
せ
実
に
美
し
く
思
わ
ず
見
と
れ
て
し
ま
う
所
も
あ
っ
た
。
ブ

ナ
の
巨
木
の
広
尾
根
を
辿
れ
ば
雪
面
上
に
ア
オ
、
雉
、
リ
ス
、
兎
、
狸
な
ど
の
足
跡
が
い
た
る
所
に
あ
り
、

時
に
数
十
メ
ー
ト
ル
先
に
ア
オ
の
姿
を
見
る
こ
と
も
出
来
た
。 

 
一
五
：
一
五
ブ
ナ
の
広
尾
根
の
中
央
部
よ
り
痩
尾
根
に
つ
な
が
る
湾
曲
点
で
行
動
を
中
止
。
こ
の
先
泊

ま
り
場
を
捜
す
の
が
難
し
く
な
る
と
判
断
し
て
ビ
バ
ー
ク
を
決
め
る
。
風
を
避
け
て
東
斜
面
に
降
り
格
好

の
所
で
雪
を
切
り
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
造
成
す
る
。
今
日
は
余
裕
を
持
っ
て
楽
々
と
テ
ン
ト
を
張
る
。
張

り
終
わ
っ
て
小
関
君
は
天
気
図
の
為
テ
ン
ト
内
で
待
機
、
私
は
こ
の
先
の
ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

為
、
空
荷
に
ピ
ッ
ケ
ル
で
広
尾
根
を
は
ず
し
て
直
角
に
痩
尾
根
を
下
り
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
偵
察
、
県
境

確
認
の
上
テ
ン
ト
に
引
き
返
し
た
。
今
日
の
行
動
は
一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。 

  
 
 
 

天
満
飛
ぶ
心
地
こ
そ
す
れ
雪
絹
の 

 
 
 
 
 
 
 

栗
駒
・
焼
石 
ひ
と
目
百
山 
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三
月
二
三
日 

ブ
ナ
の
森
は
ア
カ
ゲ
ラ
の
幹
を
叩
く
音
で
明
け
て
い
っ
た
。
快
晴
で
あ
る
。
七
：
二
五

テ
ン
ト
撤
収
し
て
最
高
の
泊
ま
り
場
を
後
に
す
る
。
こ
の
先
は
痩
尾
根
の
難
所
が
続
き
登
降
も
激
し
く
緊

張
さ
せ
ら
れ
る
地
帯
に
入
る
。 

 

八
：
一
九 

東
山
山
群
六
峰
の
う
ち
の
初
峰
一
一
一
五
メ
ー
ト
ル
に
登
る
。
無
風
は
有
難
い
が
暑
く
て

た
ま
ら
な
い
。
や
む
を
得
ぬ
、
と
う
と
う
手
袋
を
脱
ぎ
素
手
に
な
り
帽
子
を
脱
ぎ
毛
の
シ
ャ
ツ
を
脱
ぎ
上

半
身
下
着
姿
と
な
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
天
気
・
・
・
栗
駒
、
虎
毛
、
焼
石
な
ど
皆
手
に
と
る
よ
う
に
見
え

る
。
山
襞
深
く
平
野
な
ど
は
ど
こ
に
も
な
い
、
深
山
幽
谷
の
真
只
中
に
い
る
の
だ
と
実
感
す
る
。
あ
あ
山

冥
利
に
尽
き
る
ネ
。 

 

九
：
一
〇 

東
山
の
中
央
峰
で
一
本
立
て
る
。
遙
か
北
西
に
鳥
海
山
見
ゆ
、
既
に
西
の
空
は
暗
雲
が
覆

い
、
黒
い
雲
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
一
際
真
っ
白
い
富
士
型
の
山
体
が
輝
き
、
そ
し
て
そ
の
山
体
が
暗
雲
に
反

射
し
て
笠
雲
の
如
く
照
る
さ
ま
は
真
に
神
々
し
い
。
先
ほ
ど
の
巻
雲
が
い
つ
の
間
に
か
全
天
を
覆
っ
て
こ

の
さ
き
雨
が
心
配
さ
れ
る
。 

 

東
山
五
峰
一
一
一
六
メ
ー
ト
ル
は
な
か
な
か
の
雄
峰
で
あ
る
。
山
体
に
樹
は
な
く
僅
か
に
ブ
ッ
シ
ュ
あ

れ
ど
殆
ど
白
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
田
舎
の
プ
レ
ス
リ
ー
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
田
舎
の
Ｋ
２
と
言
っ
た
と
こ
ろ

か
。
こ
の
登
り
も
下
り
も
急
峻
で
中
腹
は
山
体
の
雪
が
薙
ぎ
落
ち
て
垂
壁
と
な
り
二
人
で
苦
心
の
末
、
空

荷
で
ス
テ
ッ
プ
を
切
り
シ
ュ
リ
ン
ゲ
を
繋
ぎ
足
し
て
ザ
ッ
ク
を
吊
り
下
ろ
し
て
突
破
し
た
。
東
山
四
峰
か

ら
は
三
度
、
秋
田
側
に
避
難
し
た
苦
い
思
い
出
が
甦
る
。
そ
の
た
め
五
峰
の
突
破
は
殊
の
外
う
れ
し
い
。 

 

一
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
東
山
六
峰
群
が
終
わ
れ
ば
高
度
を
ガ
ッ
タ
リ
と
下
げ
八
五
〇
の
コ
ル
を
最

低
に
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
小
峰
が
連
な
る
低
山
帯
と
な
る
。
三
枚
目
の
地
図
「
焼
石
岳
」
に
入
っ
た
。

西
隣
の
「
椿
台
」
と
相
接
せ
る
所
に
県
境
が
走
り
、
北
上
と
は
言
え
西
を
向
い
た
り
東
を
向
い
た
り
非
常

に
屈
曲
点
の
多
い
県
境
尾
根
で
あ
る
。
僅
か
に
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
一
八
メ
ー
ト
ル
上
廻
る
柏
峠
で
あ

る
が
、
こ
の
頂
上
は
数
年
前
の
夏
合
宿
小
出
川
流
域
沢
登
り
で
柏
沢
を
つ
め
て
頂
上
に
達
し
岩
の
目
沢
下

栃ヶ森を越えた幕場 
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降
の
記
憶
が
あ
る
。
そ
の
時
の
印
象
に
は
出
発
の
前
夜
日
航
機
が
御
巣
鷹
山
に
墜
落
し
五
二
〇
名
死
亡
と

四
名
の
女
性
の
奇
跡
的
生
還
と
言
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
と
岩
の
目
沢
の
僅
か
海
抜
七
五
〇
メ
ー

ト
ル
地
点
の
盆
な
お
寒
き
雪
渓
の
驚
き
で
あ
っ
た
。 

 

小
骨
の
多
い
低
山
帯
を
丹
念
に
た
ど
り
つ
つ
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
進
み
柏
沢
左
又
が
深
く
浸
食
し
た

大
曲
付
近
で
休
憩
と
な
っ
た
。
ほ
ぼ
午
後
一
時
で
あ
っ
た
。 

 

こ
こ
か
ら
東
へ
柏
峠
を
目
指
す
。
天
気
は
一
時
曇
天
と
な
っ
た
が
再
び
明
る
く
な
っ
て
き
た
。
お
互
い

に
顔
を
見
合
わ
せ
て
は
鼻
が
赤
く
な
っ
た
と
か
、
黒
く
な
っ
た
と
か
笑
い
合
っ
て
い
る
が
、
ど
う
も
小
関

君
は
さ
っ
き
の
難
所
で
腰
を
ひ
ね
っ
た
ら
し
い
。
秋
田
側
を
眺
め
る
と
山
峡
に
湯
沢
へ
通
じ
る
国
道
や
白

い
田
畑
、
家
々
の
赤
青
の
屋
根
が
遠
く
見
え
る
。
海
抜
が
下
が
っ
た
の
で
地
元
の
マ
タ
ギ
が
獣
を
追
っ
て

い
る
ら
し
く
カ
ン
ジ
キ
の
古
い
ラ
ッ
セ
ル
を
見
る
こ
と
も
あ
り
人
里
近
い
山
だ
な
と
思
わ
せ
ら
れ
る
。 

 

一
四
：
〇
五 

柏
峠
、
本
縦
走
の
中
間
点
と
称
し
て
い
る
地
点
な
り
。
と
う
と
う
半
分
ま
で
き
た
か
。

憧
れ
の
柏
峠
に
憩
い
感
無
量
で
あ
る
。
今
や
こ
の
頂
き
よ
り
眼
前
一
六
〇
度
の
視
野
の
中
に
焼
石
連
峰
が

大
パ
ノ
ラ
マ
と
な
っ
て
展
開
す
る
。
北
望
す
れ
ば
大
森
ト
ン
ネ
ル
と
長
大
な
橋
梁
も
見
え
て
い
る
。
な
ん

た
る
幸
運
、
来
し
方
、
行
く
方
と
目
を
た
ど
り
満
悦
至
極
な
り
。 

更
に
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
岩
記
号

の
賑
や
か
な
岩
の
目
岳
（
九
六
九
メ
ー
ト
ル
）
で
又
一
本
。
微
風
で
気
持
ち
よ
い
。 

 
一
四
：
五
〇
な
の
で
も
う
一
時
間
行
動
を
続
け
る
予
定
。
こ
の
岩
の
目
岳
の
西
斜
面
は
す
べ
て
西
へ
水

を
流
し
県
境
に
ブ
チ
当
た
っ
て
東
へ
湾
曲
す
る
特
異
な
地
形
で
あ
り
そ
の
た
め
に
県
境
尾
根
は
四
分
の

三
の
円
周
上
を
迂
回
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

再
び
の
好
天
で
雪
は
く
さ
り
一
〇
～
二
〇
セ
ン
チ
は
潜
る
。
し
か
し
ワ
ッ
パ
を
着
け
れ
ば
底
に
着
雪
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
そ
れ
が
よ
い
策
と
は
思
わ
れ
ず
我
慢
し
て
歩
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
小
関
君
は
前

へ
出
る
の
を
遠
慮
し
て
ま
る
で
従
者
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
大
森
ト
ン
ネ
ル
ま
で
は

と
思
っ
て
歩
き
続
け
た
が
、
一
五
：
一
五 

ち
ょ
い
と
素
敵
な
泊
ま
り
場
を
み
つ
け
、
彼
に
水
を
向
け
た

が
も
う
少
し
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
の
こ
と
、
だ
い
ぶ
疲
れ
て
い
る
の
に
よ
く
ぞ
申
し
た
。
そ
れ
か
ら
四
〇

東山 1070ｍピークにて 
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分
前
進
を
続
け
る
。 

 

そ
の
途
中
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
真
っ
平
ら
な
雪
原
あ
り
、
小
学
校
の
校
庭
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
そ

こ
で
又
モ
デ
ル
に
さ
れ
て 

ハ
イ 

ス
タ
ー
ト
！
後
姿
と
焼
石
と
こ
の
雪
原
。
彼
は
ス
ペ
ア
の
フ
ィ
ル
ム

を
忘
れ
て
き
て
、
今
入
っ
て
い
る
三
六
枚
一
本
だ
け
・
・
・
・
し
か
も
こ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
多
い

大
好
天
で
ボ
ヤ
ク
こ
と
し
き
り
。 

 

大
森
ト
ン
ネ
ル
へ
あ
と
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
迫
っ
た
が
四
時
の
天
気
図
タ
イ
ム
も
接
近
し
、
こ
こ
ら

で
と
ス
ト
ッ
プ
し
た
の
が
四
時
に
五
分
前
。
彼
は
天
気
図
作
成
に
と
り
か
か
り
、
私
は
こ
の
先
の
偵
察
に

出
発
す
る
。
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
行
く
と
又
も
広
大
な
雪
原
が
あ
る
。
近
く
ま
で
杉
の
幼
木
が
植
え
付
け

ら
れ
マ
タ
ギ
の
カ
ン
ジ
キ
が
雪
庇
上
に
残
る
。
雪
原
よ
り
引
き
返
し
ブ
ロ
ッ
ク
を
掘
り
出
し
防
風
壁
工
事

を
開
始
、
今
は
無
風
だ
が
一
応
西
面
を
中
心
に
防
風
対
策
を
や
り
つ
つ
テ
ン
ト
設
営
面
を
下
げ
る
。 

 

天
気
図
の
方
は
渤
海
湾
に
低
気
圧
発
生
、
西
日
本
は
雨
域
に
入
り
つ
つ
あ
り
日
本
海
を
発
達
し
な
が
ら

三
陸
、
北
海
道
に
抜
け
て
冬
型
に
な
り
雨
か
ら
雪
に
変
わ
り
東
北
北
部
北
海
道
は
大
雪
に
な
る
と
の
予
報
。 

  

三
月
二
四
日 

う
つ
ら
う
つ
ら
の
夜
明
け
前
、
テ
ン
ト
を
叩
く
雨
の
音
、
森
を
吹
き
抜
け
る
風
の
音
。

昨
夜
の
申
合
せ
に
よ
り
今
日
は
停
滞
と
な
ろ
う
。
寝
て
い
る
の
も
倦
き
る
が
起
き
て
い
る
の
も
辛
い
も
の
、

気
温
も
高
く
標
高
も
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
だ
か
ら
寒
く
も
な
い
。
小
雉
に
起
き
て
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ

ー
を
湧
か
し
た
。
彼
は
ま
た
眠
っ
て
し
ま
う
。
私
は
起
き
て
記
録
を
書
い
た
り
地
図
を
眺
め
た
り
。
雨
は

少
し
凍
雨
状
の
よ
う
だ
。
こ
れ
が
雪
に
変
わ
っ
た
ら
少
し
行
動
を
起
こ
し
て
三
界
山
の
森
林
限
界
あ
た
り

ま
で
進
み
た
い
希
望
は
あ
る
け
れ
ど
ど
ん
な
も
の
や
ら
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
二
放
送
で
三
味
線
の
話
が
あ
っ
た
。
世
界
の
ど
こ
で
発
明
さ
れ
ど
ん
な
伝
播
で
発
達
し
た
か
、

そ
の
種
類
、
特
徴
な
ど
興
味
深
い
、
ハ
イ
ヤ
節
ジ
ョ
ン
ガ
ラ
節
ま
で
紹
介
さ
れ
た
。 

 

一
〇
時
頃
起
き
て
朝
食
と
し
ご
飯
に
海
苔
梅
干
し
、
椎
茸
わ
か
め
ふ
の
り
入
り
の
味
噌
汁
、
又
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
ん
で
終
わ
り
、
シ
ュ
ラ
フ
に
も
ぐ
る
。
雨
量
は
た
い
し
た
こ
と
が
切
れ
目
な
く
注
ぎ
ガ
ス
で
視
界
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が
三
〇
～
五
〇
メ
ー
ト
ル
位
。
午
後
四
時
の
天
気
図
は
私
が
担
当
し
た
が
テ
ン
ト
内
で
は
少
し
暗
す
ぎ
て

や
や
苦
労
し
た
。
寒
冷
前
線
通
過
で
夜
は
シ
ュ
ラ
フ
の
中
で
も
寒
く
新
聞
紙
を
体
に
巻
い
て
暖
を
と
る
。

シ
ュ
ラ
フ
も
服
装
も
発
汗
と
炊
事
の
蒸
気
で
湿
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
て
保
温
力
は
ず
い
ぶ
ん
低
下
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。 

 

三
月
二
五
日 

五
：
二
〇
起
床
、
雪
は
止
ん
で
風
も
や
っ
と
鎮
ま
る
。
コ
ー
ヒ
ー
の
後
、
ご
飯
梅
干
、

味
噌
汁
の
朝
食
。
ガ
ス
で
視
界
悪
い
が
行
動
出
来
ぬ
こ
と
は
な
い
の
で
今
日
は
三
界
山
付
近
ま
で
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
程
前
進
し
明
日
の
焼
石
突
破
に
備
え
た
い
。
明
日
天
気
恢
復
し
な
い
時
は
大
森
ト
ン
ネ
ル
付
近

か
ら
国
道
に
下
り
磐
井
川
湯
沢
経
由
で
脱
出
し
よ
う
と
思
う
。 

八
：
二
五
出
発
、
余
り
期
待
で
き
な
い
と
の
予
想
に
反
し
、
少
し
歩
き
出
し
た
ら
何
と
明
る
く
な
り
一

時
的
に
青
い
も
の
が
み
え
た
り
す
る
。
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
大
森
山
頂
上
（
一
一
五
一
メ
ー
ト
ル
）
は
一

〇
：
一
一
着
、
人
里
は
陽
が
当
た
っ
て
い
る
ら
し
い
が
霧
氷
花
咲
く
山
々
は
吹
い
て
い
て
標
高
は
一
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
で
あ
る
。 

 

三
枚
目
の
「
焼
石
岳
」
か
ら
四
枚
目
の
「
三
界
山
」
の
地
図
に
乗
り
移
る
。
三
界
山
は
県
境
と
町
境
が

三
叉
に
交
わ
る
一
三
八
一
メ
ー
ト
ル
の
独
立
峰
的
風
貌
の
山
で
鋭
角
的
な
フ
ォ
ル
ム
が
ア
ル
ペ
ン
ム
ー

ド
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
。
向
こ
う
正
面
の
尾
根
状
の
山
稜
を
た
ど
る
が
左
手
の
尾
根
の
間
に
カ
ー
ル
状

の
雪
田
が
頂
稜
ま
で
延
び
て
単
な
る
ボ
サ
山
ば
か
り
見
慣
れ
た
目
に
は
鮮
烈
な
刺
激
だ
。
岳
樺
の
森
林
限

界
を
抜
け
這
松
地
衣
類
の
岩
稜
を
突
っ
切
っ
て
い
く
が
強
風
が
ザ
ラ
メ
雪
を
捲
き
上
げ
て
猛
烈
で
あ
る
。 

一
二
：
二
七 
三
界
山
頂
上
、
よ
き
展
望
台
な
り
。
県
境
を
離
れ
町
境
に
入
り
東
進
す
る
訳
だ
が
こ
の

頂
上
は
数
十
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
雪
庇
を
張
り
出
し
て
い
て
と
て
も
恐
ろ
し
い
。
小
関
君
と
降
り
口
を
偵
察

す
る
が
雪
庇
の
範
囲
が
広
く
て
北
面
を
探
し
な
が
ら
大
分
下
っ
て
し
ま
っ
た
。
尾
根
は
や
は
り
頂
上
か
ら

続
い
て
い
る
の
を
確
認
し
て
頂
上
に
登
り
返
す
。
ダ
イ
レ
ク
ト
に
降
り
る
し
か
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
持

っ
て
い
る
シ
ュ
リ
ン
ゲ
を
何
本
も
繋
ぎ
小
関
君
に
確
保
し
て
も
ら
い
雪
庇
の
先
端
ま
で
ピ
ッ
ケ
ル
で
探

胆沢川源頭から焼石岳 
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り
探
り
覗
き
に
ゆ
く
。
し
か
し
垂
直
の
雪
壁
と
な
っ
て
い
る
し
新
雪
が
た
っ
ぷ
り
吹
き
溜
ま
っ
て
い
る
の

で
か
な
り
雪
崩
の
危
険
あ
り
と
判
断
、
町
境
尾
根
を
放
棄
一
三
：
〇
五
往
路
を
登
り
口
ま
で
急
降
下
す
る

こ
と
に
決
定
す
る
。
僅
か
一
五
分
で
飛
ぶ
鳥
の
よ
う
に
下
り
樹
林
の
中
で
休
む
。
天
気
は
又
よ
く
な
っ
て

き
て
青
空
と
な
っ
た
。
小
関
君
の
質
問
に
答
え
「
焼
石
頂
上
は
三
時
で
金
明
水
小
屋
は
五
時
だ
ヨ
」
と
い

っ
た
ら
焼
石
に
三
時
に
着
け
る
訳
な
い
と
笑
っ
た
の
で
、
俺
に
つ
い
て
来
る
な
ら
三
時
に
頂
上
を
踏
め
る

ゼ
と
先
に
立
っ
て
歩
い
て
い
く
。
尾
根
沿
い
の
ラ
ッ
セ
ル
を
間
も
な
く
切
り
上
げ
胆
沢
川
を
渡
り
そ
の
河

岸
段
丘
上
を
行
く
。
地
図
上
に
あ
る
夏
径
に
沿
っ
た
ル
ー
ト
で
あ
る
。
尾
根
歩
き
も
よ
い
も
の
だ
が
次
第

に
火
山
ら
し
い
広
い
谷
と
な
り
安
定
し
た
雪
面
を
闊
歩
す
る
の
も
よ
い
気
分
で
あ
る
。
途
中
大
き
な
池
の

畔
を
通
過
す
る
が
小
屋
記
号
の
物
件
は
見
当
た
ら
な
い
。
勿
論
真
っ
白
に
凍
結
し
て
眠
っ
て
い
る
。
谷
を

吹
き
上
げ
る
烈
風
に
ザ
ッ
ク
や
背
中
を
押
さ
れ
て
急
か
さ
れ
る
よ
う
に
歩
い
て
い
く
。
時
々
吹
き
溜
ま
り

も
あ
る
が
程
よ
く
ウ
イ
ン
ド
ク
ラ
ス
ト
し
て
い
る
。
焼
石
本
峰
が
ニ
ョ
ッ
キ
リ
と
聳
え
立
ち
カ
ー
ル
状
の

地
形
の
奥
で
旺
ん
に
雪
煙
を
上
げ
、
飛
び
雲
が
勢
い
よ
く
斜
面
に
影
を
走
ら
せ
て
い
る
。
彼
も
一
生
懸
命

追
っ
て
は
来
る
が
ず
い
ぶ
ん
離
れ
た
。
疲
れ
て
く
る
時
間
帯
だ
か
ら
無
理
も
な
い
か
。
と
う
と
う
憧
れ
の

焼
石
岳
を
踏
む
瞬
間
の
秒
読
み
が
始
ま
っ
た
の
だ
と
心
は
躍
る
。
岩
壁
を
攀
じ
る
頃
か
ら
南
に
向
き
を
変

え
て
本
峰
を
目
指
す
が
風
は
真
横
と
な
り
吹
き
飛
ば
さ
れ
な
が
ら
じ
り
じ
り
と
高
度
を
上
げ
る
。 

遂
に
焼
石
岳
山
頂
だ
。
三
時
ぴ
っ
た
り
だ
。
こ
こ
で
と
っ
て
お
き
の
夏
蜜
柑
だ
っ
た
が
何
せ
こ
の
烈
風
、

ツ
ェ
ル
ト
ど
こ
ろ
か
座
っ
て
い
る
だ
け
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
す
る
。
待
つ
こ
と
暫
し
、
彼
と
記
念
写

真
、
こ
れ
が
最
後
の
一
コ
マ
と
か
。
貴
重
な
頂
上
の
記
録
で
あ
る
。
陽
も
傾
き
は
じ
め
金
明
水
の
小
屋
ま

で
は
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
強
あ
る
の
で
油
断
は
禁
物
、
感
激
に
ひ
た
っ
て
い
る
余
裕
も
な
い
。
登
っ
て
き
た

ル
ー
ト
を
下
り
傾
斜
が
緩
ん
だ
所
で
広
大
な
雪
原
と
な
る
。
風
速
三
〇
メ
ー
ト
ル
だ
ろ
う
か
四
〇
メ
ー
ト

ル
だ
ろ
う
か
。
め
っ
た
や
た
ら
に
押
し
流
さ
れ
て
た
ち
ま
ち
東
焼
石
岳
に
着
く
。 

一
五
〇
七
メ
ー
ト
ル
の
平
坦
な
山
頂
か
ら
ガ
ッ
タ
リ
高
度
を
落
と
し
た
鞍
部
に
か
か
る
。
こ
こ
は
も
う

風
の
通
り
道
、
目
に
見
え
な
い
空
気
の
激
流
な
の
だ
。
北
東
に
貫
く
尾
根
に
北
西
の
風
が
ま
と
も
に
集
中

焼石岳頂上 
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し
て
尿
前
川
の
深
い
谷
へ
ナ
ダ
レ
落
ち
る
よ
う
だ
。
這
い
つ
く
ば
っ
て
蟹
の
よ
う
に
じ
り
じ
り
進
む
の
だ

が
、
ち
ょ
っ
と
で
も
腰
を
浮
か
そ
う
も
の
な
ら
張
り
手
を
喰
ら
わ
さ
れ
て
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
数
回
、

視
界
も
あ
り
青
空
さ
え
見
え
る
の
に
こ
れ
ま
た
物
凄
い
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
オ
ー
バ
ー
手
袋
の
中
の

手
の
感
覚
が
な
く
な
り
か
け
て
い
る
。
風
に
耐
え
て
動
か
な
い
で
い
て
は
そ
れ
だ
け
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

失
い
体
温
を
奪
わ
れ
る
ば
か
り
だ
、
そ
し
て
鞍
部
を
突
破
し
た
。
対
岸
を
攀
じ
る
、
ザ
ッ
ク
ご
と
斜
面
に

寝
て
後
ろ
を
ふ
り
返
る
。
小
関
君
が
迫
っ
て
く
る
。 

と
こ
ろ
が
一
番
酷
い
と
こ
ろ
で
彼
は
ス
ト
ッ
ク
に
体
重
を
傾
け
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
「
ナ

ン
デ
止
マ
ル
ン
ダ
、
バ
カ
ヤ
ロ
ー 

少
し
ず
つ
動
く
ん
だ
」
鞍
部
に
て
不
動
と
な
っ
た
彼
に
罵
声
を
ハ
リ

上
げ
て
も
口
も
と
か
ら
声
は
も
ぎ
取
ら
れ
て
聞
こ
え
る
は
て
も
な
い
。
も
っ
と
腰
を
お
と
せ
、
そ
こ
で
止

ま
っ
て
い
て
は
ジ
キ
に
バ
テ
テ
谷
底
へ
ハ
ジ
キ
と
ば
さ
れ
る
ぞ
・
・
・
・
ザ
イ
ル
一
杯
位
だ
か
ら
三
〇
～

四
〇
メ
ー
ト
ル
先
の
小
関
君
を
激
励
す
る
が
お
互
い
音
波
は
役
に
立
た
な
い
。
ち
ら
っ
と
遭
難
の
二
文
字

が
頭
を
か
す
め
、
彼
を
助
け
に
行
く
か
。
手
足
が
凍
え
て
き
て
い
る
の
も
同
じ
筈
、
彼
の
闘
志
が
挫
折
し

た
ら
、
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
た
ら
と
思
う
と
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。
五
分
く
ら
い
だ
っ
た
か
、
も
っ
と
短
か
っ
た

か
長
か
っ
た
か
、
空
身
に
な
り
迎
え
に
行
こ
う
と
決
め
た
時
に
彼
が
動
き
出
し
た
。「
ソ
ウ
ダ 

コ
コ
マ

デ
来
イ
！
楽
ニ
ナ
ル
ゾ 

ガ
ン
バ
レ
！
」
側
ま
で
彼
が
来
た
。
フ
ー
ッ
と
熱
い
血
が
流
れ
出
し
た
よ
う
な

感
激
か
安
堵
感
か
・
・
・
・
。 

風
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
我
々
は
尾
根
を
伝
っ
て
北
東
に
進
ん
で
い
っ
た
。
天
竺
山
の
奇
峰
が
右
手
か
ら

次
第
に
正
面
に
迫
り
経
塚
山
も
ず
い
ぶ
ん
接
近
し
て
来
た
。
お
お
ら
か
な
雪
原
を
満
帆
の
し
ぶ
き
を
上
げ

な
が
ら
遥
か
遠
く
金
明
水
の
小
屋
を
見
つ
け
て
進
ん
で
い
く
。
今
夜
は
あ
の
小
屋
と
思
う
と
や
た
ら
嬉
し

く
な
る
。
小
関
君
を
引
き
離
し
て
小
屋
の
扉
を
除
雪
の
た
め
急
ぐ
。
入
口
の
二
立
方
メ
ー
ト
ル
程
の
除
雪

を
始
め
て
途
中
ひ
ょ
い
と
時
計
を
見
る
と
「
お
お 

ジ
ャ
ス
ト
五
時
で
は
な
い
か
」
し
か
し
二
重
の
窓
か

ら
入
れ
た
の
で
除
雪
は
や
め
た
。
や
は
り
例
年
よ
り
雪
は
少
な
く
遠
く
か
ら
見
え
た
の
も
そ
の
せ
い
で
あ

る
。 
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「
ず
い
ぶ
ん
厳
し
か
っ
た
な
」
と
お
互
い
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
い
合
っ
て
無
風
の
空
間
に
居
る
幸
せ
を
噛

み
し
め
る
。
本
山
行
初
め
て
の
小
屋
泊
ま
り
で
あ
る
。
実
に
う
れ
し
い
。
そ
う
い
え
ば
今
日
は
ム
ス
コ
の

誕
生
日
、
わ
が
家
で
は
誕
生
祝
を
や
っ
て
い
る
頃
か
。
僅
か
残
っ
た
酒
で
今
日
の
敢
闘
に
乾
杯
だ
！
一

五
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
あ
っ
た
か
な
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ん
。 

今
冬
こ
の
小
屋
に
入
っ
た
記
録
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。 

 
 

  

三
月
二
六
日 

四
：
四
〇 

寒
い
。
小
関
君
を
起
こ
し
て
朝
食
の
準
備
を
す
る
。
吊
る
し
た
装
備
は
皆

凍
っ
て
い
る
。
充
分
腹
ご
し
ら
え
を
し
て
小
屋
を
出
た
の
が
七
：
三
四 

風
は
強
い
が
視
界
は
よ
い
。
記

念
写
真
を
撮
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が
残
念
。
経
塚
山
が
白
い
火
焔
に
包
ま
れ
て
い
る
。
小
屋
か
ら
頂
上
ま
で

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
途
中
の
上
が
り
下
が
り
が
著
し
い
。
そ
の
鞍
部
は
火
山
礫
が
赤
黒
く
露
出
し
て
い
る

地
帯
だ
。
小
関
君
も
快
調
の
様
子
、
小
屋
泊
ま
り
は
身
体
が
休
ま
る
。 

 

九
：
四
〇 

経
塚
山
頂
上
、
一
三
七
三
メ
ー
ト
ル
。
と
う
と
う
最
後
の
頂
上
に
立
っ
た
。
焼
石
岳
も
栗

駒
山
も
雲
に
霞
ん
で
は
っ
き
り
見
え
ぬ
が
高
い
所
は
ず
い
ぶ
ん
吹
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
昨
日
に
続
き
今

日
は
私
の
誕
生
日
、
こ
の
頂
き
に
立
ち
そ
し
て
今
日
成
功
の
名
誉
を
背
負
っ
て
わ
が
家
に
帰
れ
る
の
だ
。 

 
岩
石
累
々
た
る
頂
上
を
辞
し
南
稜
降
下
地
点
ま
で
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
東
方
に
移
動
、
尾
根
を
見
定
め
て

急
斜
面
を
下
る
。
経
塚
南
面
は
一
帯
に
新
雪
が
吹
き
溜
ま
り
旧
雪
の
堅
雪
の
上
の
こ
と
と
て
キ
ッ
ク
ス
テ

ッ
プ
効
か
ず
二
人
共
流
さ
れ
て
し
ま
う
、
落
ち
る
所
ま
で
落
ち
て
ス
リ
ッ
プ
が
終
わ
り
、
ヤ
ー
レ
ヤ
レ
雪

崩
な
く
て
ヨ
カ
ッ
タ
ス
ナ
。
六
枚
目
の
地
形
図
「
石
渕
ダ
ム
」
だ
。 

 

九
：
四
七
、
一
〇
六
七
メ
ー
ト
ル
の
コ
ル
を
通
過
す
る
。
二
〇
分
後
、
南
稜
の
頭
。
こ
こ
で
尾
根
は
二

つ
に
分
岐
す
る
。
慎
重
に
！
。
風
雪
と
な
っ
て
き
て
山
は
荒
れ
出
し
た
。
周
囲
の
尾
根
も
視
界
か
ら
消
え

た
。 

 

一
〇
：
五
〇 

一
本
立
て
る
。
主
稜
線
や
経
塚
降
り
口
で
な
く
て
よ
か
っ
た
。
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。
少

し
遅
れ
れ
ば
ず
い
ぶ
ん
困
難
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 
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次
第
に
ツ
ツ
ジ
の
よ
う
な
潅
木
が
露
出
し
、
雪
少
な
く
ヤ
ブ
漕
ぎ
に
苦
労
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

着
雪
少
な
い
の
に
吹
き
溜
ま
り
は
雪
く
さ
り
、
ま
た
空
洞
も
多
く
時
々
も
ん
ど
り
打
っ
て
沈
没
す
る
こ
と

し
ば
し
ば
。
下
り
は
読
図
の
確
か
な
小
関
君
が
先
に
立
ち
快
い
ペ
ー
ス
で
ぐ
ん
ぐ
ん
下
る
。
南
稜
末
端
ま

で
下
り
湿
地
帯
を
東
に
横
断
す
る
。
雪
の
消
え
た
湿
地
の
水
に
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
蕾
も
み
ら
れ
春
の
兆
し

が
充
満
し
て
林
道
上
の
雪
を
割
っ
て
雪
解
け
水
の
音
も
す
る
。 

 

尿
前
川
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
を
渡
る
頃
は
午
後
一
時
だ
っ
た
。
金
明
水
か
ら
尿
前
ま
で
一
二
・
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
残
す
の
み
と
な
る
。
歩
け
ど
歩
け
ど
迫
っ
て
く
る
雪
の
中
ま
た
一

時
間
、
尿
前
の
バ
ス
停
に
出
た
。
素
早
く
見
廻
す
と
イ
タ
イ
タ
、
岩
手
県
南
バ
ス
。
時
刻
表
を
見
る
と
一

四
：
一
七
発
、
一
〇
分
程
の
待
ち
時
間
を
最
近
出
来
た
ば
か
り
の
モ
ダ
ン
な
公
衆
電
話
で
費
や
す
。
お
客

は
登
山
者
二
名
の
み
、
運
賃
八
〇
〇
円
。
一
時
間
の
バ
ス
旅
行
中
、
車
の
振
動
は
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
み
た

い
な
夢
心
地
で
あ
っ
た
。 

水
沢
駅
で
は
列
車
が
出
た
ば
か
り
、
タ
ッ
チ
の
差
。
そ
れ
で
も
い
い
さ
、
空
腹
で
も
あ
る
し
喉
も
か
わ

い
て
い
る
し
、
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
に
ご
馳
走
し
て
や
ら
な
き
ゃ
。
駅
前
の
食
堂
に
入
り
ビ
ー
ル
で
縦
走
成

功
の
祝
杯
を
あ
げ
た
。 

一
六
：
一
六 

色
々
あ
り
ま
し
た
な
ァ
こ
の
六
日
間
、
と
言
い
な
が
ら
脱
ぎ
た
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
靴
だ

が
ほ
ぼ
定
員
の
乗
車
率
で
は
そ
れ
が
出
来
な
い
。
列
車
は
一
関
で
乗
り
継
ぎ
雪
の
な
い
平
野
を
ひ
た
走
る
。 

 

東
仙
台
の
駅
に
降
り
れ
ば
わ
が
娘
が
車
で
出
迎
え
に
来
る
予
定
だ
。
六
日
間
の
山
旅
で
栗
駒
～
焼
石
間

七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
縦
走
が
成
功
し
た
。
山
岳
会
創
立
十
周
年
の
仙
台
山
脈
縦
走
、
二
十
周
年
の
後
仙

台
山
脈
縦
走
に
も
劣
ら
ぬ
大
縦
走
で
あ
る
。
私
の
単
独
行
の
課
題
と
し
て
五
度
目
の
ア
タ
ッ
ク
で
あ
っ
た

が
小
関
君
が
加
わ
っ
て
の
成
功
と
言
う
こ
と
で
、
言
う
な
ら
ば
仙
台
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山
岳
会
の
創
立
三
十
周
年

記
念
山
行
「
後
ろ
う
し
ろ
仙
台
山
脈
積
雪
期
縦
走
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
会
長
に
こ
ん
な
こ
と
を
言
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っ
た
ら
彼
は
腹
を
抱
え
て
笑
い
転
げ
る
だ
ろ
う
な
、
な
ど
と
う
つ
ら
う
つ
ら
居
眠
り
し
な
が
ら
考
え
続
け

て
い
た
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
三
月
二
六
日
で
わ
が
誕
生
日
に
帰
宅
で
き
て
よ
か
っ
た
。
さ
て
俺
は
何
才
に
な
っ
た
ん

だ
っ
け
、
そ
の
先
は
眠
っ
て
し
ま
っ
て
何
も
判
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

  
 
 
 

白
銀
の
栗
駒
駆
け
て
遙
か
な
る 

 

 
 
 
 
 
 
 

今
日
経
塚
に
夢
か
な
う
な
り 

  

（
や
ま
び
と
三
一
号
掲
載
）  

こ
の
稿
の
写
真
は
全
て
小
関
純
夫
氏
撮
影 
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